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は
じ
め
に

　

早
稲
田
大
学
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
規
程
第
二
条
に
は
、
セ
ン
タ
ー
の
事
業
目
的
と
し
て
、「
セ
ン
タ
ー
は
、
本
大
学
の
歴
史
、
創
設

者
大
隈
重
信
お
よ
び
関
係
者
の
事
績
を
明
ら
か
に
し
、
こ
れ
を
将
来
に
伝
承
す
る
と
と
も
に
、
比
較
大
学
史
研
究
を
通
じ
て
、
本
大
学
の

発
展
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
と
あ
る
。
一
九
九
七
年
の
『
早
稲
田
大
学
百
年
史
』
完
結
を
受
け
て
、
一
九
九
八
年
、『
早
稲
田

大
学
百
年
史
』
の
編
集
を
担
っ
た
早
稲
田
大
学
大
学
史
編
集
所
が
早
稲
田
大
学
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
に
発
展
改
組
さ
れ
た
。
新
設
の
セ

ン
タ
ー
が
担
う
大
隈
研
究
の
重
要
事
業
と
し
て
企
画
さ
れ
た
の
が
、
早
稲
田
大
学
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
を
編
者
と
す
る
、『
大
隈
重
信

関
係
文
書
』
の
刊
行
で
あ
っ
た
。
本
事
業
は
後
述
の
よ
う
に
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
の
第
一
巻
刊
行
開
始
か
ら
、
年
一
巻
の
刊
行
ペ
ー
ス
を

維
持
し
、
二
〇
一
五
年
三
月
の
第
一
一
巻
刊
行
を
以
て
完
結
し
た
。
七
〇
〇
〇
通
を
超
え
る
大
隈
重
信
宛
の
膨
大
な
書
翰
を
一
〇
年
強
の

『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』
編
纂
の
経
緯
と
成
果

　

高　

橋　
　
　

央
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時
間
を
か
け
て
翻
刻
・
年
代
推
定
し
、
刊
行
す
る
と
い
う
事
業
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
本
事
業
の
経
緯
と
成
果
、
ま
た
課
題
に
つ
い
て
、

概
況
を
報
告
し
た
い
。

一　

編
纂
の
経
緯

　

早
稲
田
大
学
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
編
『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』（
み
す
ず
書
房
刊１
）
の
編
纂
は
、
早
稲
田
大
学
創
立
一
二
五
周
年
記
念

の
中
心
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
全
一
〇
巻
・
別
巻
一
の
予
定
で
、
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
の
第
一
巻
刊
行
を
以
て
開
始
さ
れ
た
。
以
降
年
一

巻
の
刊
行
ペ
ー
ス
を
維
持
し
、
二
〇
一
五
年
三
月
、
分
量
超
過
等
の
事
情
で
別
巻
か
ら
変
更
し
た
第
一
一
巻
の
刊
行
を
以
て
編
纂
事
業
が

完
結
し
た２
。

　

全
一
一
巻
に
約
七
四
〇
〇
通
に
わ
た
る
大
隈
重
信
宛
和
文
書
翰
（
日
本
人
発
信
書
翰
）
を
収
録
し
た
。
第
一
巻
か
ら
第
一
一
巻
前
半
に
わ

た
る
本
編
、
ま
た
第
一
一
巻
中
に
設
け
た
補
遺
編
に
は
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
、
早
稲
田
大
学
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
、
佐
賀
市
大
隈
記

念
館
が
所
蔵
す
る
書
翰
を
収
録
し
た
。
さ
ら
に
第
一
一
巻
後
半
に
追
補
編
を
設
け
、
右
記
機
関
以
外
の
所
蔵
書
翰
、
個
人
所
蔵
書
翰
を
収

録
し
た
。
収
録
順
序
は
書
翰
発
信
人
の
氏
名
の
五
〇
音
順
と
し
、
同
一
人
物
か
ら
の
書
翰
は
年
代
考
証
の
上
、
年
代
の
古
い
も
の
か
ら
順

番
に
配
列
し
て
収
録
し
た
。

　

編
纂
事
業
に
つ
い
て
は
、
若
干
の
紆
余
曲
折
は
あ
っ
た
が
、
基
本
的
に
編
纂
委
員
会
が
編
纂
の
大
綱
決
定
と
事
業
の
推
進
に
あ
た
り
、

そ
の
下
に
設
け
ら
れ
た
編
集
委
員
会
が
編
集
を
担
当
し
た
。
実
際
の
編
集
実
務
は
、
各
巻
ご
と
、
書
翰
の
差
出
人
別
の
担
当
者
が
翻
刻
と

年
代
推
定
に
お
け
る
不
明
点
や
問
題
の
検
討
に
あ
た
っ
た
。
難
読
な
文
字
が
あ
る
場
合
と
、
年
代
推
定
に
複
数
の
可
能
性
が
残
り
確
定
が

困
難
な
場
合
等
は
、
編
集
委
員
会
の
議
論
に
よ
り
翻
刻
文
字
・
年
代
を
確
定
し
た
。
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膨
大
な
書
翰
を
一
字
一
字
丁
寧
に
翻
刻
し
、
さ
ら
に
個
々
の
書
翰
の
年
代
を
正
確
に
推
定
す
る
こ
と
は
、
想
像
以
上
に
困
難
な
作
業
で

あ
っ
た
。
解
読
困
難
な
文
字
も
多
く
、
年
代
を
推
定
す
る
際
も
、
抽
象
的
な
内
容
の
書
翰
に
関
し
て
は
推
定
が
困
難
で
あ
り
、
各
担
当
者

は
一
日
に
何
度
も
早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館
に
足
を
運
び
、
年
代
推
定
の
素
材
の
調
査
・
収
集
に
追
わ
れ
た
。
国
会
図
書
館
や
国
立
公
文

書
館
等
、
都
内
の
図
書
館
・
公
文
書
館
か
ら
、
時
に
は
佐
賀
に
も
足
を
延
ば
し
て
各
担
当
者
は
調
査
に
従
事
し
た
。
最
大
の
助
け
と
な
っ

た
の
は
、
近
年
充
実
著
し
い
各
種
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
・
シ
ス
テ
ム
の
発
達
で
あ
る
。
明
治
・
大
正
期
の
公
文
書
や
新
聞
記
事
、
雑
誌
記
事
等

に
い
な
が
ら
に
し
て
容
易
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
活
用
な
く
し
て
こ
の
事
業
の
完
結
は
困
難
で
あ
っ
た
。
厳
密
な
翻
刻

と
年
代
推
定
を
志
向
し
た
結
果
、
校
正
は
一
巻
に
つ
き
多
い
時
で
五
、
六
回
を
重
ね
る
事
も
あ
り
、
み
す
ず
書
房
、
ま
た
印
刷
担
当
の
理

想
社
の
多
大
な
御
理
解
と
御
協
力
で
本
事
業
は
完
結
で
き
た
と
言
え
る
。
深
甚
の
謝
意
を
表
し
た
い
。

二　

編
纂
の
成
果
と
課
題

　
『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』
全
一
一
巻
の
刊
行
に
よ
り
、
現
在
原
史
料
が
確
認
で
き
る
大
隈
重
信
宛
書
翰
の
大
部
分
が
翻
刻
さ
れ
、
研
究

利
用
の
利
便
性
が
格
段
に
増
し
た
。
従
来
研
究
活
用
さ
れ
て
き
た
日
本
史
籍
協
会
編
『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』
全
六
巻
（
一
九
三
二
│
一

九
三
五
年
）
は
、
史
料
的
価
値
が
高
い
書
翰
を
採
録
し
た
も
の
で
あ
り
、「
明
治
一
四
年
の
政
変
」
ま
で
の
時
期
の
書
翰
を
中
心
に
収
録
し

て
い
る
。
今
回
の
『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』
は
、
現
在
原
本
が
確
認
で
き
る
大
隈
重
信
宛
書
翰
の
大
部
分
、
慶
応
年
間
か
ら
大
正
中
期
に

至
る
時
期
ま
で
の
約
七
四
〇
〇
通
を
網
羅
的
に
収
録
・
翻
刻
し
た
。
今
回
の
刊
行
に
よ
り
大
隈
重
信
を
中
心
と
し
た
膨
大
な
人
的
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
実
情
が
あ
ら
た
め
て
明
ら
か
に
な
り
、
大
隈
重
信
研
究
の
み
な
ら
ず
、
近
代
日
本
研
究
の
再
考
に
も
貢
献
し
う
る
と
考
え
ら
れ

る
。
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一
例
と
し
て
鍋
島
直
彬
の
大
隈
重
信
宛
書
翰
を
一
通
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。
鍋
島
直
彬
は
佐
賀
藩
の
三
支
藩
の
一
つ
で
あ
る
肥
前
鹿
島

藩
の
藩
主
で
、
明
治
維
新
後
は
侍
従
・
初
代
沖
縄
県
令
・
元
老
院
議
官
・
貴
族
院
子
爵
議
員
等
を
歴
任
し
た
人
物
で
あ
る
。
今
回
の
『
大

隈
重
信
関
係
文
書
』
に
は
、
第
八
巻
と
第
一
一
巻
に
そ
れ
ぞ
れ
二
二
四
通
と
二
〇
七
通
、
計
四
三
一
通
と
い
う
膨
大
な
書
翰
が
収
録
さ
れ

て
お
り
、
同
一
人
物
か
ら
の
書
翰
数
と
し
て
は
群
を
抜
い
て
い
る
。
年
代
が
判
明
し
た
書
翰
の
み
を
見
て
も
、
明
治
六
年
か
ら
大
正
四
年

の
も
の
ま
で
、
約
四
〇
年
に
わ
た
る
時
期
の
書
翰
が
あ
る
。
こ
の
事
実
か
ら
も
、
大
隈
が
明
治
維
新
後
も
鍋
島
直
彬
の
よ
う
な
旧
主
鍋
島

家
の
人
々
と
緊
密
な
関
係
に
あ
っ
た
事
が
あ
ら
た
め
て
わ
か
る
。
内
容
も
鹿
島
鍋
島
家
の
養
子
縁
組
や
婚
姻
に
か
か
わ
る
も
の
か
ら
、
政

治
的
な
書
翰
ま
で
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
公
私
と
も
に
親
密
で
あ
る
事
が
わ
か
る
。

　

こ
こ
に
取
り
上
げ
る
の
は
第
八
巻
収
録
の
、
一
八
九
八
（
明
治
三
一
）
年
七
月
一
五
日
付
の
大
隈
重
信
宛
鍋
島
直
彬
書
翰
で
あ
る
。
こ

の
書
翰
で
鍋
島
は
、
第
一
次
内
閣
組
閣
直
後
の
大
隈
に
対
し
こ
う
述
べ
て
い
る
。

今
後
は
益
御
心
配
之
事
と
存
候
。
呉
々
も
十
分
内
部
の
情
弊
を
洗
滌
し
、
而
し
て
従
来
の
悪
風
を
改
め
天
下
の
耳
目
を
一
新
し
、
立

憲
政
治
の
美
を
視
し
人
心
を
し
て
悦
服
せ
し
め
る
の
実
果
あ
ら
ん
こ
と
直
彬
の
切
望
す
る
所
な
り
。
随
て
民
党
及
正
義
者
の
常
に
切

論
止
ま
さ
り
し
事
件
に
し
て
、
是
ま
て
政
府
に
於
て
放
擲
顧
み
さ
り
し
も
の
ゝ
如
き
は
着
々
挙
行
有
之
度
候３

　

当
時
鍋
島
は
貴
族
院
の
子
爵
議
員
で
あ
っ
た
。
鍋
島
と
大
隈
が
個
人
的
に
親
し
か
っ
た
と
い
う
点
に
留
意
す
る
必
要
は
あ
る
が
、
こ
の

よ
う
に
政
党
内
閣
と
し
て
の
第
一
次
大
隈
内
閣
に
期
待
す
る
声
が
貴
族
院
議
員
の
中
に
も
あ
っ
た
事
は
注
目
に
値
し
よ
う
。
従
来
の
第
一

次
大
隈
内
閣
研
究
で
も
、
大
隈
に
期
待
す
る
貴
族
院
議
員
の
存
在
と
動
向
に
つ
い
て
は
、
管
見
の
限
り
必
ず
し
も
研
究
が
深
化
し
て
い
な

い４
。
さ
ら
に
こ
の
膨
大
な
大
隈
宛
鍋
島
直
彬
書
翰
に
よ
り
、
改
め
て
大
隈
と
鍋
島
家
の
人
々
と
の
親
密
な
関
係
性
も
わ
か
る
。
大
隈
と
鍋

島
家
の
人
々
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
そ
し
て
そ
れ
が
大
隈
の
諸
活
動
に
与
え
た
影
響
と
い
う
の
も
、
こ
れ
か
ら
の
大
隈
研
究
に
お
け
る
重

要
な
研
究
課
題
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』
所
収
の
鍋
島
直
彬
書
翰
は
、
従
来
の
研
究
状
況
に
一
石
を
投
じ
る
も
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の
と
し
て
期
待
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
一
例
で
あ
り
、『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』
に
収
録
さ
れ
た
膨
大
な
書
翰
群
は
、
日
本
近
代
史

の
政
治
史
、
経
済
史
、
教
育
史
の
分
野
等
様
々
な
分
野
の
問
題
意
識
か
ら
、
多
様
な
活
用
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
幅
広
い
研
究
利
用
が
待
た

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

課
題
も
い
く
つ
か
あ
る
。
今
回
の
『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』
全
一
一
巻
に
収
録
さ
れ
た
の
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
現
在
原
本
が
確
認
で

き
る
、
大
隈
重
信
宛
の
和
文
（
日
本
人
発
信
）
書
翰
で
あ
り
、
外
国
人
か
ら
大
隈
重
信
に
宛
て
ら
れ
た
外
国
語
書
翰
は
収
録
し
て
い
な
い
（
別

紙
等
を
除
く
）。
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
の
「
大
隈
文
書
」
に
は
多
く
の
大
隈
宛
外
国
語
（
外
国
人
発
信
）
書
翰
が
あ
り
、
長
年
駐
日
公

使
を
歴
任
し
た
ハ
リ
ー
・
Ｓ
・
パ
ー
ク
ス
の
書
翰
や
、
外
務
省
・
蕃
地
事
務
局
の
御
雇
外
国
人
で
あ
り
、
大
隈
の
個
人
ア
ド
ヴ
ァ
イ
ザ
ー

も
つ
と
め
た
ア
メ
リ
カ
人
ル
ジ
ャ
ン
ド
ル
（
リ
ゼ
ン
ド
ル
）
の
書
翰
等
、
貴
重
な
も
の
が
少
な
く
な
い
。
今
回
の
事
業
で
は
、
大
隈
宛
書

翰
の
別
紙
と
し
て
付
随
す
る
と
考
え
ら
れ
る
書
翰
を
除
き
、
こ
れ
ら
の
外
国
語
書
翰
の
翻
刻
ま
で
は
行
わ
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
書
翰

の
翻
刻
も
、
今
後
の
大
隈
重
信
研
究
の
重
要
な
課
題
の
一
つ
と
し
て
想
定
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
大
隈
が
諸
所
へ
出
し
た
で
あ
ろ
う
大
隈
発
信
書
翰
に
つ
い
て
は
、
そ
の
全
体
像
や
実
情
は
、
ほ
と
ん
ど
未
調
査
・
未
解
明
で
あ
る
。

今
回
収
録
し
た
膨
大
な
大
隈
宛
書
翰
の
量
か
ら
考
え
て
も
、
ま
た
大
隈
が
「
字
を
書
か
な
い
」
人
物
で
あ
っ
た
点
を
考
慮
す
る
と
し
て
も
、

相
応
に
対
応
す
る
大
隈
重
信
発
信
書
翰
（
周
知
の
よ
う
に
大
隈
の
直
筆
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
他
者
の
口
述
筆
記
か
代
筆
、
或
い
は
印
刷
文
で
あ
る
事

が
大
半
で
あ
る
）
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
り
、
少
し
ず
つ
で
も
大
隈
発
信
書
翰
を
調
査
収
集
す
る
こ
と
と
そ
の
実
情
解
明
は
、
大
隈
重
信

研
究
の
重
要
な
課
題
で
あ
ろ
う
。
今
回
の
『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』
に
収
録
さ
れ
た
大
隈
宛
書
翰
に
対
応
す
る
、
大
隈
発
信
書
翰
の
調
査

収
集
と
公
開
に
よ
り
、
大
隈
を
め
ぐ
る
多
様
な
活
動
の
実
態
や
影
響
が
よ
り
明
確
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』
の
書
翰
収
録
方
法
に
も
課
題
は
あ
る
。
収
録
書
翰
の
配
列
を
発
信
人
氏
名
の
五
〇
音
順
と
し
た
が
、
発
信
人

順
だ
け
で
な
く
書
翰
の
年
月
日
順
に
再
配
列
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
た
な
知
見
が
得
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
大
隈
が
ど
の
時
期
に
ど
の
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よ
う
な
人
物
た
ち
か
ら
書
翰
を
受
信
し
て
い
た
か
が
判
明
す
れ
ば
、
大
隈
の
活
動
の
実
像
が
よ
り
鮮
明
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ

る
。
こ
の
年
月
日
順
書
翰
リ
ス
ト
の
作
成
と
公
開
も
、
今
後
の
重
要
な
課
題
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　

刊
行
事
業
が
一
段
落
し
て
思
う
こ
と
は
、
快
く
資
料
の
翻
刻
掲
載
を
許
可
く
だ
さ
っ
た
関
係
機
関
・
各
位
の
御
好
意
と
、
み
す
ず
書
房

と
理
想
社
の
各
位
の
御
努
力
に
よ
り
、
無
事
本
事
業
が
完
結
の
運
び
に
至
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
改
め
て
深
甚
の
謝
意
を
申
し
上
げ
た
い
。

私
事
で
あ
る
が
数
年
前
に
助
手
を
拝
命
し
、『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』
の
編
集
担
当
と
な
っ
た
時
、
膨
大
な
量
の
大
隈
宛
書
翰
の
翻
刻
と

年
代
推
定
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
正
直
呆
然
と
し
た
事
を
覚
え
て
い
る
。
そ
れ
で
も
翻
刻
や
年
代
推
定
に
苦
慮
し
つ
つ
、
年
代

不
明
の
書
翰
の
年
代
推
定
が
上
手
く
ゆ
き
、
編
集
委
員
間
に
も
同
意
を
い
た
だ
い
た
時
、
何
か
自
分
が
史
料
に
生
命
の
息
吹
を
与
え
た
か

の
よ
う
な
、
喜
び
に
近
い
感
情
を
覚
え
た
こ
と
は
今
も
記
憶
に
新
し
い
。『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』
全
一
一
巻
が
、
関
係
者
各
位
の
苦
闘

と
努
力
の
成
果
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
後
は
江
湖
の
幅
広
い
利
用
と
活
用
、
ま
た
厳
し
い
叱
正
に
よ
り
、
大
隈
重
信
研
究
や
早
稲

田
大
学
史
研
究
の
み
な
ら
ず
、
近
代
日
本
の
研
究
状
況
全
般
に
資
す
る
こ
と
を
切
望
し
て
や
ま
な
い
。

註（
１

） 

以
下
特
に
編
者
を
記
さ
な
い
限
り
、『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』
と

略
記
す
る
。

（
２

） 

紙
媒
体
の
刊
行
事
業
。
二
〇
一
二
年
度
よ
り
電
子
書
籍
と
し
て
の

配
信
も
開
始
。
二
〇
一
四
年
度
ま
で
に
第
一
〇
巻
ま
で
の
配
信
が
完

了
。
二
〇
一
五
年
度
中
に
第
一
一
巻
を
配
信
予
定
。

（
３

） 
『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』
第
八
巻　

二
七
七
頁
。

（
４

） 
大
隈
重
信
と
鍋
島
直
彬
の
第
一
次
大
隈
内
閣
期
の
協
力
に
つ
い
て

は
、
拙
稿
「
大
隈
重
信
と
鍋
島
直
彬
」『
早
稲
田
大
学
史
記
要
』
第

四
十
六
巻 
二
〇
一
五
年
二
月 

を
参
照
。


